
奄美市立赤木名小学校附属幼稚園跡地

新たな活動拠点による子どもの居場所の充実 赤木名放課後児童クラブ

対象施設

事業概要
①安全な子どもの居場所の確保
②のびのびと遊び、友だちと交流できる環境の充実
③子育てと仕事を両立できる環境の充実
④地域の中で子どもが過ごせる居場所の確保
⑤将来的な「地域の子どもの居場所」への発展

〇子どもの放課後・長期休暇の居場所が確保され、保護者の就労継続を支える
〇子育て世帯が暮らし続けられる環境を整え、地域への定着を支える
〇既存の幼稚園施設を活用し、新規整備の負担を抑えながら公共施設を有効活用

事業の効果

公益性、事業効果（市民サービスの向上、施設の機能向上、地域経済の活性化）、独自性、市の施策との
整合性が高く評価された。

評価のポイント

事業の目的

本施設の活用を通して、当児童クラブが抱える“安全面の課題”を早急に解消し、子どもたちが安全で安
心して過ごせる環境を確保できる。そのうえで、子どもたちの遊びや交流、地域とのつながりを育む場と
して施設を活用し、子育て世代が安心して暮らし続けられる地域づくりに寄与することで、笠利版地域創
生戦略が掲げる「子どもを預けやすく、子育てしやすいまち」の実現につなげる。
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